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繊維  



 

 

天然染料は環境負荷が少ないことから社

会的に注目されています。県内で大量に発

生する果樹剪定枝を使って染色できれば地

域のブランディングに資する可能性があり

ます。一方で、染色品質が安定しにくいこ

とが課題となっています。 

 

 

量産サイズの装置を使った色素抽出方法

の開発と、装置による染色条件と、染色ム

ラや色味への影響について調査しました。

色素の抽出は、繊維熱処理装置を用いるこ

とで、リンゴの剪定枝（図 1）から 30L 以 

 

 

 

 

 

 

 

上の抽出液を作製する方法を開発しました

（図 2）。また、表１の抽出温度と染色条件

で、ドラム型の染色機によりシルクの織物

を染色して（図３）、染色濃度と染色ムラ

の度合いを計測しました（図 4）。 

 

 

今回の染色条件では、染色時の pHと染

色する繊維量が染色濃度に影響しました。

また、十分な量の染色液で染色したこと

で、染色ムラは発生しませんでした。 

今後は、染色する織物の量を増やして染

色ムラの評価を行い、実生産規模で染色品

質が安定する染色方法の確立を目指しま

す。 
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